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感染拡大地域に所在する医療機関の職員を対象に一斉に検査を実施することで、医療機関内
におけるクラスター等の発生を防止

開始時期 １２月下旬から順次実施

検査方法 TMA法検査（唾液の自己採取による検査）

対象地域 大和郡山市（※）から開始
※人口１０万人あたりの１１月の感染者が多く、医療従事者の感染も発生

対 象 者 病院・有床診療所に勤務する職員（希望者）

＜参考＞
○本県では、「新型コロナウイルス感染症にかかるＰＣＲ検査対象の拡大について（通知）」（令和２年

６月１２日付け奈良県新型コロナウイルス感染症対策本部長通知）において、重症化予防を目的とした

検査から、感染拡大防止を目的とした検査へ見直し、検査の対象を拡大。

○また、令和２年９月には、「新型コロナウイルス感染症にかかる検査対象ガイドライン」を作成し、

症状の有無にかかわらず感染リスクがある方を、確実に検査につなぐよう対応を依頼。

○各医療機関におかれては、改めて、院内感染防止対策の徹底をお願いしたい。


